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野
外
で
の
焼
却
は
禁
止
で
す

　
適
法
な
焼
却
設
備
を
用
い
ず
に

廃
棄
物
の
焼
却
を
す
る
こ
と
は
、

法
律
で
禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
。

家
庭
の
ゴ
ミ
は
分
別
し
、
指
定
さ

れ
た
集
積
所
に
出
し
て
く
だ
さ
い
。

な
お
、
次
の
よ
う
な
焼
却
は
例

外
と
し
て
認
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

①
風
俗
習
慣
上
又
は
宗
教
上
の
行

事
を
行
う
為
の
焼
却
②
農
業
、
林

業
又
は
漁
業
を
営
む
た
め
に
や
む

を
得
な
い
も
の
と
し
て
行
わ
れ
る

焼
却
③
た
き
火
そ
の
他
日
常
生
活

を
営
む
上
で
通
常
行
わ
れ
る
廃
棄

物
の
焼
却
で
あ
っ
て
軽
微
な
も
の

た
だ
し
、
周
辺
地
域
の
生
活
環

境
に
十
分
配
慮
す
る
必
要
が
あ
り

ま
す
。
臭
い
や
煙
で
、
周
り
に
迷
惑

を
か
け
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

と
環
境
保
全
課
（
６
階
）

☎
⒇
１
５
０
４
、
Ｆ
⒇
１
６
０
４

特
別
支
給
の
老
齢
厚
生
年
金
を

受
け
て
い
る
方
は
65
歳
に
な
っ

た
ら
届
出
を

60
歳
代
前
半
の
「
特
別
支
給
の

老
齢
厚
生
年
金
」
を
受
け
て
い
る

方
が
65
歳
に
な
っ
た
と
き
は
、
新

た
に
老
齢
基
礎
年
金
（
国
民
年

金
）
と
老
齢
厚
生
年
金
を
受
け
る

こ
と
に
な
り
ま
す
。

65
歳
に
な
る
誕
生
月
の
初
め
頃

（
1
日
生
ま
れ
の
方
は
前
月
の
初
め

頃
）
に
、日
本
年
金
機
構
か
ら
「
国

民
年
金
・
厚
生
年
金
保
険
老
齢
給

付
年
金
請
求
書
」（
ハ
ガ
キ
）
が
送

付
さ
れ
ま
す
。
必
要
事
項
を
記
入

し
、
誕
生
月
の
末
日（
１
日
生
ま
れ

の
方
は
前
月
末
日
）
ま
で
に
日
本

年
金
機
構
へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

提
出
が
遅
れ
る
と
、
年
金
の
支

払
い
が
一
時
保
留
さ
れ
る
こ
と
が
あ

り
ま
す
の
で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

と
ね
ん
き
ん
ダ
イ
ヤ
ル

☎
０
５
７
０
（
０
５
）
１
１
６
５
、

０
５
０
ま
た
は
０
７
０
か
ら
始
ま

る
電
話
か
ら
は

☎
０
３
（
６
７
０
０
）
１
１
６
５

ふ
る
さ
と
茂
原
ま
ち
づ
く
り 

応
援
寄
附
記
念
品
を
拡
充

市
で
は
現
在
、
市
外
在
住
の
方

か
ら
寄
附
を
い
た
だ
い
た
際
に
贈

呈
す
る
記
念
品
を
、
大
幅
に
拡
充

し
て
い
ま
す
。

今
後
ふ
る
さ
と
納
税
を
通
じ

て
、
全
国
へ
茂
原
市
の
魅
力
を
発

信
し
て
い
き
ま
す
の
で
、
市
外
に

お
住
ま
い
の
ご
家
族
や
ご
親
戚
、

ご
友
人
な
ど
へ
「
ふ
る
さ
と
茂
原

ま
ち
づ
く
り
応
援
寄
附
」
を
ご
紹

介
く
だ
さ
い
。

「
ふ
る
さ
と
チ
ョ
イ
ス
」
茂
原
市

の
ペ
ー
ジ

http://w
w

w
.furusato-tax.jp

/japan/prefecture/12210

と

企
画
政
策
課
（
４
階
）

☎
⒇
１
５
１
６
、
Ｆ

⒇
１
６
０
３

農
商
工
連
携
・ 

地
域
資
源
活
用
説
明
会
を
開
催

市
で
は
、
農
業
・
商
業
・
工
業
が

垣
根
を
超
え
て
連
携
し
協
力
す
る
た

め
の
「
出
発
点
」
と
し
て
、
講
演
お

よ
び
農
商
工
連
携
に
係
る
支
援
制
度

の
説
明
会
を
開
催
し
ま
す
。

　

12
月
14
日
㊌
13
時
30
分
～
／

テ
ー
マ
＝
「
地
域
資
源
の
ブ
ラ
ン

ド
化
と
新
商
品
開
発
の
進
め
方
」／

講
師
＝
有
限
会
社
キ
ャ
メ
ル
ス
タ

ジ
オ
取
締
役
社
長　

福
井
功
氏
／

場
所
＝
市
役
所
１
０
２
会
議
室
／

参
加
費
＝
無
料
／
定
員
＝
30
人
／

主
催
＝
（
公
財
）
千
葉
県
産
業
振

興
セ
ン
タ
ー
／
共
催
＝
千
葉
県
、

茂
原
市
、
茂
原
商
工
会
議
所
／
申

し
込
み
＝
12
月
12
日
㊊
ま
で
に
商

工
観
光
課
窓
口
・
郵
送
・
Ｆ
Ａ
Ｘ

に
て
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

と

商
工
観
光
課
（
６
階
）

〒
２
９
７
‐
８
５
１
１

茂
原
市
道
表
１
番
地

☎
⒇
１
５
２
８
、
Ｆ

⒇
１
６
０
４

特
設
人
権
相
談
所
を
開
設
し
ま
す

12
月
４
日
～
10
日
ま
で
の
「
人

権
週
間
」
に
ち
な
み
、
特
設
人
権

相
談
所
を
開
設
し
ま
す
。

人
権
相
談
は
、
親
子
・
夫
婦
・

相
続
な
ど
の
家
庭
問
題
、
名
誉
・

信
用
・
差
別
・
い
じ
め
・
体
罰
な

ど
の
人
権
に
関
す
る
こ
と
に
つ
い

て
、
人
権
擁
護
委
員
が
相
談
に
応

じ
て
い
ま
す
。

相
談
は
無
料
で
秘
密
は
厳
守
さ

れ
ま
す
。

12
月
13
日
㊋
10
時
～
15
時
／
場　

所
＝
市
役
所
５
階
５
０
３
会
議

室
、
本
納
公
民
館
／
ま
た
、
定
例

相
談
を
毎
月
第
２
火
曜
日
（
市
役

所
）・
第
４
木
曜
日
（
本
納
公
民

館
）、
13
時
～
16
時
に
行
っ
て
い

ま
す
。

と
生
活
課
（
２
階
）

☎
⒇
１
５
０
５
、
Ｆ

⒇
１
６
０
０

北
朝
鮮
人
権
侵
害
問
題
啓
発
週
間

毎
年
12
月
10
日
か
ら
16
日
ま
で

の
１
週
間
は
「
北
朝
鮮
人
権
問
題

啓
発
週
間
」
で
す
。
拉
致
問
題
そ

の
他
人
権
侵
害
問
題
に
つ
い
て
、

関
心
と
認
識
を
深
め
ま
し
ょ
う
。

と

企
画
政
策
課
（
４
階
）

☎
⒇
１
５
１
６
、
Ｆ

⒇
１
６
０
３

お
知
ら
せ

18
歳
～
29
歳
の
投
票
立
会
人
募
集

選
挙
管
理
委
員
会
で
は
、
若
い

世
代
の
方
に
選
挙
や
政
治
に
関
心

を
持
っ
て
も
ら
う
た
め
、
期
日
前

投
票
立
会
人
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

応
募
資
格
＝
茂
原
市
に
住
民
登

録
が
あ
り
、
特
定
の
政
党
等
の
政

治
活
動
を
行
っ
て
い
な
い
30
歳
未

満
の
方

と

選
挙
管
理
委
員
会
（
６
階
）

☎
⒇
１
５
２
９
、
Ｆ

⒇
１
６
０
４

高
等
工
科
学
校
生
徒
募
集

防
衛
省
陸
上
自
衛
隊
で
は
、「
高
等

工
科
学
校
生
徒
」を
募
集
し
ま
す
。

募
集
種
目
＝
陸
上
自
衛
隊
高
等

工
科
学
校
生
徒
／
受
験
資
格
＝
平

成
29
年
４
月
１
日
現
在「
15
歳
以

上
17
歳
未
満
の
男
子
」
で
中
学
校

卒
業
者（
見
込
含
）／
受
付
締
切
＝

①（
推
薦
試
験
）
12
月
２
日
㊎
ま

で
②（
一
般
試
験
）
平
成
29
年
１
月

６
日
㊎
ま
で
／
試
験
期
日
＝
①
平

成
29
年
１
月
７
日
㊏
～
９
日
㊊
ま

で
の
間
の
指
定
す
る
１
日
②
平
成

29
年
１
月
21
日
㊏（
第
一
次
試
験
）

と
自
衛
隊
茂
原
地
域
事
務
所

☎
�
０
４
５
２

募
　
集
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